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日商だより ☆第２０号☆ 

平成２６年８月 

ＯＡ機器・複写 情報サービス・測量機  日商器材株式会社 電話：０５９４-２１-２６００ 

に っ し ょ う 

◆ もくぽ◆ 

木材利用ポイントって聞いたことありますか？ 

以前、家電のエコポイント制度がありましたが、農林水産省が国内の木材利用

を促進するために、新築の木造住宅や増改築で木材を利用した場合、完成後

に上限３０万ポイントまでの商品交換をすることができる制度です。住宅の建設

現場の看板に「その木、どこの木？」と貼ってあるのを見かけることがあります。 

木材利用ポイントに登録してある施工業者さんや、 

申請木材を使用していますという看板になります。 

Ｗｅｂには、「日本の人工林は、資源が増加している 

一方で、木材の利用が進まないことにより、新しく 

木が植えられない、間伐が進まないことなどから、 

土砂崩れの原因になったり、CO2の吸収能力が減少 

したり、病虫害が発生しやすくなっています。また、 

農山村地域の活力低下の大きな原因にもなって 

います」とあります。(ポイント詳細は Webで)  

 

建売住宅を購入した際、「木材利用ポイント申請しておきますね。」と営業さん 

から聞いていましたが、そのような制度があることを知りませんでした。 

 4 か月後にハガキが届き、かなり高額ポイントが使えることがわかり、びっくりしま

した。ポイントは、Ｗｅｂのカタログにある木材製品や、海産物などの商品に交換

することができます。食品は、全部嫁の好きなものと交換しました。登録してから

程なく商品が届いたので、両親と姉の家族を招いて、食事会を開きました。 

鰻の白焼きなどをみんなで食べてたいへん好評でした。     （裏面へ）  

 

 



 

ｈｈ 

 HYPERLINK "http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=19489&sw=%E5%AE%B6%E6%97%8F" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（続き→） 残りのポイントは商品券に交換し、ジッツォのカーボン三脚（雲台付き）

を購入しました。今年もあと 2 回ほど、友人の結婚式があるという理由？でとうとう

買ってしまいました。重いカメラを乗せるとどうしても、安定感のある三脚が欲しくな

ります。以前、金属製のジッツォの三脚を借りたことがあり、安定感が抜群でした。 

毎年参加している林間学校のお手伝いでも使えるので、買うことができて良かった

です。                                     営業部  後藤 

 

後藤 渉 

【発行者プロフィール】  

日商器材株式会社 専務取締役 後藤 渉 （ごとう わたる） 

◆生年月日：昭和５１年５月６日生まれ ◆出身地：三重県桑名市 

◆経歴：精義小学校→陵成中学校→川越高校→中京大学経済学部 

→キヤノンマーケティングジャパン㈱（旧・キヤノン販売㈱）→日商器材㈱ 

◆趣味：カメラ（主に一眼レフで撮る写真ですが動画も好きです。） 
 

【発行元】  

ＯＡ機器・複写 情報サービス・測量機 

           日商器材株式会社 
〒５１１－００６８ 三重県桑名市中央町２－２６ 

ＴＥＬ：０５９４－２１－２６００ 
ＦＡＸ：０５９４－２１－２６８５  
※お気軽にお問い合わせください！ 

◆発行者コラム◆ 

今回も最後までお読み頂き、有難うございます！ 

8月に入り雷が落ちたり台風が来たりと、天気が不安定ですね。 

今年のお盆は、嫁の在所から近い郡上の徹夜踊りに行く予定をしています。 

初めて浴衣を用意し準備は万全ですが、踊ったことがないので雰囲気を楽しむ 

だけかと思います(^^)。 
 

先日、朝早くから動物の鳴き声がするので、朝 5時くらいに窓の外を見たら、なんと

猿が１０匹以上近くの竹やぶの境目に座っていました！桑名インターの近くや、星

見で歩いているところを見たことはありましたが、家の近くに出没するとは(笑)。 

すぐ近くには子供が遊ぶ公園もあるので、自治会で対応を考えているところです。

最近は、ロケット花火でも驚かないので、農家の人は対策に頭を悩ませているそう

です。なんとか、双方に被害がでないように対策していきたいと思います。 

後藤 渉 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=19489&sw=%E5%AE%B6%E6%97%8F

